
真
摯
で
活
発
な
討
論
を

大
会
は
後
藤
副
委
員
長
の
司

会
で
開
会
し
、
挨
拶
で
は
「
今

大
会
の
課
題
は
、
政
権
交
代
後

の
有
利
な
条
件
を
活
か
し
、
不

採
用
事
件
の
早
期
解
決
、
職
場

労
働
条
件
改
善
、
組
織
の
強
化
・

拡
大
が
柱
。
職
場
の
諸
課
題
と

合
わ
せ
て
真
摯
で
活
発
な
討
論

に
よ
り
方
針
案
を
補
強
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
述
べ
た
。

手
続
き
に
入
り
、
資
格
審
査

委
員
会
か
ら
代
議
員
35
名
全
員

の
出
席
を
確
認
し
、
大
会
の
成

立
を
宣
言
。
議
長
団
に
堀
口

（
福
島
）
、
丸
谷
（
宮
城
）
各

代
議
員
を
選
出
し
た
。

委
員
長
挨
拶

橋
本
昭
二
委
員
長
は
、
◆
１

０
４
７
名
採
用
差
別
問
題
。
22

年
の
経
過
で
54
名
の
闘
争
団
員

が
他
界
。
仙
台
闘
争
団
の
菅
原

次
男
氏
も
。
本
人
・
家
族
の
無

念
を
全
組
合
員
の
取
り
組
み
で

晴
ら
す
。
こ
の
間
、
全
力
を
挙

げ
て
取
り
組
み
を
行
っ
た
が
結

果
的
に
解
散
総
選
挙
の
時
期
に

翻
弄
さ
れ
た
。
一
方
で
３
・
25

判
決
を
契
機
に
公
明
・
自
民
党

内
に
窓
口
が
設
置
さ
れ
る
な
ど

環
境
は
整
っ
た
。
総
選
挙
は
民

主
党
の
圧
倒
的
な
勝
利
。
民
主
・

社
民
・
国
民
新
党
の
連
立
政
権

が
誕
生
。
慎
重
に
対
応
し
、
政

府
の
責
任
で
解
決
を
求
め
る
が
、

組
合
員
に
も
こ
れ
ま
で
以
上
の

奮
闘
を
要
請
す
る
。

◆
安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立
。

福
知
山
線
・
羽
越
線
脱
線
転
覆

事
故
の
教
訓
が
、
現
Ｊ
Ｒ
各
社

に
十
分
活
か
さ
れ
ず
。
首
都
圏

で
連
続
し
た
輸
送
障
害
の
発
生

で
は
国
交
省
か
ら
警
告
書
が
。

設
備
事
故
だ
け
で
な
く
労
災
死

亡
事
故
が
仙
台
で
も
発
生
。
設

備
メ
ン
テ
体
制
・
安
全
対
策
の

根
本
的
な
見
直
し
が
必
要
。
車

セ
等
の
検
修
職
場
で
は
業
務
委

託
の
拡
大
に
よ
り
安
全
な
車
両

の
提
供
に
危
惧
の
指
摘
。
駅
で

は
委
託
駅
の
増
加
、
無
人
体
制

で
異
常
時
対
応
が
困
難
。
乗
務

員
は
慢
性
的
な
要
員
不
足
で
休

日
勤
務
が
恒
常
化
。
ど
の
部
門

も
厳
し
い
環
境
、
不
十
分
な
教

育
と
技
術
の
継
承
が
困
難
な
中
、

事
故
の
芽
は
身
近
に
。
安
全
よ

り
も
経
費
削
減
の
行
き
過
ぎ
た

効
率
化
施
策
に
対
し
、
安
全
・

仕
事
総
点
検
を
全
職
場
で
実
施

し
、
改
善
を
求
め
る
。

◆
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
問
題
。

会
社
は
徹
底
し
た
教
育
を
行
う

と
し
て
い
る
が
、
改
め
る
べ
き

は
経
営
陣
と
職
場
管
理
者
。
信

濃
川
発
電
所
の
不
正
取
水
は
Ｊ

Ｒ
東
日
本
の
信
用
を
大
き
く
失

墜
、
西
日
本
で
は
事
故
調
査
委

員
会
に
対
す
る
不
適
切
な
接
触
。

Ｊ
Ｒ
会
社
の
体
質
が
問
わ
れ
て

い
る
。
安
全
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
の
徹
底
に
は
、
健
全
な
労

使
関
係
が
必
要
不
可
欠
。
長
年

の
徹
底
し
た
国
労
差
別
で
職
場

は
荒
廃
し
傷
跡
が
。
東
日
本
・

貨
物
も
一
括
和
解
を
し
た
が
、

簡
単
に
払
拭
さ
れ
ず
、
そ
の
実

態
が｢

あ
っ
せ
ん
申
請｣

と
し
て

中
労
委
に
。
改
め
て
健
全
な
労

使
関
係
の
構
築
に
向
け
、
懸
案

事
項
の
解
決
・
差
別
是
正
の
運

動
に
力
を
注
ぐ
。

◆
組
織
の
強
化
・
拡
大
。
一
括

和
解
以
降
、
東
日
本
本
部
で
は

66
名
が
国
労
に
加
入
。
仙
台
で

も
昨
年
大
会
以
降
５
名
の
拡
大
。

福
島
駅
の
新
採
者
の
加
入
は
大

き
な
勇
気
と
自
信
に
な
っ
た
が

難
し
さ
と
厳
し
さ
も
。
教
訓
を

活
か
し
今
後
の
拡
大
に
結
び
つ

け
る
。
選
別
・
差
別
を
受
け
な

が
ら
も
組
織
と
運
動
を
維
持
し
、

新
た
に
国
労
に
加
入
し
て
い
る

事
実
が
我
々
の
運
動
の
正
し
さ

を
証
明
。
組
織
と
運
動
を
次
世

代
に
引
き
継
ぐ
。

◆
平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
闘

い
。
政
治
反
動
化
に
反
対
し
、

平
和
憲
法
を
守
る
闘
い
、
反
原

発
の
闘
い
に
積
極
的
に
参
加
し
、

来
年
行
わ
れ
る
参
議
院
選
挙
で

は
、
護
憲
勢
力
の
拡
大
に
向
け

取
り
組
む
―
に
つ
い
て
発
言
し

決
意
を
述
べ
た
。

激
励
と
連
帯
の
挨
拶

来
賓
挨
拶
は
政
党
、
友
誼
組

織
な
ど
多
く
の
方
々
か
ら
受
け

た
（
下
記
参
照
）
。
東
日
本
本

部
を
代
表
し
て
挨
拶
に
立
っ
た

松
井
正
義
書
記
長
は
、
東
日
本

本
部
の
取
り
組
み
と
課
題
と
し

て
◆
１
０
４
７
問
題
に
つ
い
て

〜
政
権
交
代
を
受
け
て
の
対
応

策
と
し
て
、
10
月
28
日
に
各
地

方
毎
に
地
元
選
出
国
会
議
員
要

請
（
衆
院
）
。
11
月
末
に
院
内

集
会
ま
た
は
星
陵
会
館
に
お
け

る
全
会
派
・
全
党
派
の
集
会
を

開
催
し
、
そ
こ
に
向
け
た
百
ヶ

所
集
会
の
取
組
み
◆
組
織
拡
大

に
向
け
た
取
組
み
の
強
化
〜
10

月
16
日
に
長
野
で
49
歳
の
復
帰

が
あ
り
、
昨
年
の
大
会
以
降
31

名
が
国
労
に
。
毎
月
の
拡
大
が

途
切
れ
ず
続
行
。
昨
年
は
千
葉

で
組
織
拡
大
交
流
集
会
を
開
催

し
た
が
、
今
後
は
東
京
圏
に
拘

ら
ず
、
各
地
方
に
持
ち
出
し
を

検
討
◆
各
事
案
交
渉
〜
総
点
検

運
動
に
基
づ
き
①
制
度
改
善
要

求
（
諸
手
当
改
善
）
②
設
備
メ

ン
テ
見
直
し
（
年
内
に
会
社
か

ら
提
案
）
③
車
両
検
修
業
務
の

全
面
外
注
化
提
案
が
今
月
中
に

④
期
末
手
当
の
要
求
は
10
月
26

日
に
提
出
予
定
―
等
に
つ
い
て

述
べ
た
。

執
行
経
過
を
承
認

議
事
に
入
り
、
大
会
延
期
承

認
を
得
た
後
、
締
結
し
た
協
定

を
大
沼
書
記
長
が
提
案
。

08
年
度
決
算
報
告
を
中
島
財

政
部
長
が
行
っ
た
後
、
代
田
会

計
監
査
員
よ
り
会
計
監
査
報
告

を
受
け
た
。
更
に
会
館
事
業
報

告
と
予
算
の
報
告
を
中
島
事
務

長
が
提
案
。
続
い
て
08
年
度
活

動
報
告
と
09
年
度
運
動
方
針

（
案
）
を
大
沼
書
記
長
が
一
括

提
案
し
た
。

協
定
・
決
算
・
会
館
・
経
過

に
対
す
る
質
疑
に
は
飯
塚
代
議

員
外
８
名
が
発
言
し
、
執
行
部

か
ら
の
答
弁
後
に
協
定
・
経
過

に
つ
い
て
の
承
認
を
得
た
。

（
※
各
代
議
員
の
経
過
並
び
に

運
動
方
針
に
対
す
る
質
疑
に

つ
い
て
は
別
途
機
関
紙
の
中
で

周
知
を
図
る
）

優
良
機
関
紙
表
彰

恒
例
の
機
関
紙
表
彰
で
は
、

東
北
工
事
事
務
所
分
会
の
機
関

紙
「
ろ
ば
た
」
が
地
方
本
部
規

定
30
号
を
超
え
る
56
号
を
発
行

し
た
ほ
か
、
郡
工
支
部
の
「
郡

工
情
報
」
が
51
号
、
仙
総
支
部

の
「
団
結
」
が
44
号
、
同
支
部

の
組
立
分
会
「
ガ
ン
バ
組
立
」

が
43
号
、
郡
工
支
部
貨
物
分
会

の
「
分
会
通
信
」
が
37
号
、
郡

山
駅
連
合
分
会
の
「
分
会
情
報
」

が
31
号
の
発
行
を
達
成
し
、
そ

れ
ぞ
れ
優
良
表
彰
を
受
賞
し
た
。

運
動
方
針
を
採
択

大
会
二
日
目
は
、
開
会
冒
頭

に
08
年
度
決
算
承
認
と
、
09
年

度
予
算
（
案
）
が
中
島
財
政
部
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本
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期
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が
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・
19
日
、
仙
台
市

内
茂
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に
お
い
て
開
催
さ
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。
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Ｒ
不
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問
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の
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期
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を
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と
し
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、
労
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条
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問
題
、
組
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強
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大
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ど
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白
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運
動
方

針
な
ど
全
議
案
を
承
認
、
決
定
し
た
。
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10
・
9

JR
バ
ス
冬
期
ダ
イ
ヤ
交
渉

10
・
9

貨
物
経
営
協
議
会

冬
期
提
案

10
・
18
〜
19

第
64
回
定
期
地
方
大
会

メ
ッ
セ
ー
ジ

（
敬
称
略
）

★
新
潟
地
本

守
橋

久
仁
雄

★
千
葉
地
本

土
井

章

★
東
京
地
本

石
上

浩
一

★
髙
﨑
地
本

横
塚

正
雄

★
水
戸
地
本

佐
藤

清
司

★
盛
岡
地
本

齋
藤

庄
司

★
秋
田
地
本

瀬
下

一
司

★
長
野
地
本

平
山

芳
夫

来

賓

（
敬
称
略
）

☆
社
会
民
主
党

菅
野

哲
雄

☆
日
本
共
産
党

福
島
か
ず
え

☆
宮
城
県
平
和
労
組
会
議

菅
原

厚

☆
宮
城
県
交
運
労
協

岩
井

義
信

☆
東
北
労
金
宮
城
県
本
部

伊
藤

恵
一

☆
全
交
運
共
済
生
協

佐
藤

勝
雄

伊
賀

泰

☆
退
職
者
の
会
仙
台
地
連

国
井

豊
重

☆
国
労
議
員
団

佐
藤

幸
夫

石
川

建
治

松
崎

新

円
谷

寛

☆
国
労
東
日
本
本
部

松
井

正
義

☆
国
労
東
北
協
議
会

瀬
下

一
司

地本橋本委員長



長
か
ら
提
案
さ
れ
た
後
、
引
き

続
き
、
方
針
及
び
予
算
質
疑
を

再
開
し
た
。
一
般
討
論
13
名
、

前
日
の
経
過
討
論
と
合
わ
せ
て

21
名
が
積
極
的
に
発
言
し
た
。

代
議
員
の
質
疑
に
対
す
る
各

専
門
部
か
ら
の
答
弁
を
受
け
た

後
、
二
日
間
の
発
言
を
受
け
て
、

大
沼
書
記
長
が
行
っ
た
集
約
に

対
し
代
議
員
か
ら
の
異
議
は
出

さ
れ
ず
、
09
年
度
運
動
方
針

（
案
）
並
び
に
09
年
度
予
算

（
案
）
が
採
択
さ
れ
た
。

ス
ト
権
を
確
立
し
地

方
委
員
な
ど
を
選
出

続
い
て
出
席
代
議
員
35
名
中
、

35
名
を
確
認
し
て
ス
ト
権
一
票

投
票
が
行
わ
れ
、
賛
成
35
名
で

確
立
さ
れ
た
。

役
員
改
選
は
、
選
挙
管
理
委

員
会
か
ら
の
報
告
を
受
け
、
地

本
会
計
監
査
、
地
方
委
員
全
て

定
数
通
り
の
立
候
補
で
無
競
争

当
選
を
確
認
。
最
後
に
大
会
宣

言
を
採
択
し
た
。

閉
会
の
挨
拶
に
立
っ
た
中
島

副
委
員
長
は
議
事
進
行
を
滞
り

な
く
進
め
た
両
議
長
に
労
い
の

言
葉
を
か
け
た
後
「
今
大
会
の

発
言
に
学
び
、
明
日
か
ら
職
場

で
奮
闘
し
よ
う
」
と
述
べ
、
最

後
に
橋
本
委
員
長
の
「
団
結
が

ん
ば
ろ
う
」
三
唱
で
大
会
を
締

め
括
っ
た
。

地
方
委
員

★
宮
城
県
支
部
（
９
名
）

☆
昆
野

正
則

☆
伊
藤

純

☆
立
山

昭
仁

☆
丸
谷

豊
美

☆
舟
濤

修

☆
結
城

好
哲

☆
山
田

芳
夫

☆
阿
部

正
夫

☆
佐
藤

春
男

★
福
島
県
支
部
（
４
名
）

☆
山
田

明
彦

☆
千
葉

敏
弘

☆
堀
切

彰

☆
熊
田

幸
雄

★
郡
山
工
場
支
部
（
1
名
）

☆
阿
部

政
雄

★
仙
総
所
支
部
（
3
名
）

☆
神
山

和
千
雄

☆
山
口

智

☆
桜
井

一
彦

★
東
北
自
動
車
（
1
名
）

☆
兜
森

秀
昭

★
山
形
県
支
部
（
2
名
）

☆
菅
野

聡

☆
堀
内

勉

９
月
30
日
、
恒
例
に
な
っ
て

い
る
地
本
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
46

名
の
組
合
員
の
参
加
の
も
と
仙

台
南
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
開
催
さ

れ
た
。
今
年
の
大
会
は
、
10
回

の
記
念
大
会
に
ふ
さ
わ
し
く
秋

晴
れ
の
も
と
で
の
ラ
ウ
ン
ド
と

な
り
、
ゴ
ル
フ
愛
好
家
の
皆
さ

ん
は
「
今
年
こ
そ
は
」
と
優
勝

め
ざ
し
て
腕
を
競
い
合
っ
た
。

ラ
ウ
ン
ド
を
前
の
開
会
式
で

は
、
大
村
実
行
委
員
長
（
仙
台

保
線
区
分
会
）
か
ら
「
回
も
重

ね
10
回
を
数
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
の

お
か
げ
で
す
」
「
記
念
大
会
で

す
が
ス
ト
レ
ス
解
消
が
目
的
、

怪
我
な
く
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」

と
の
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
来
賓
と
し
て
出
席
さ

れ
た
交
運
共
済
仙
台
事
業
部
伊

賀
所
長
か
ら
あ
い
さ
つ
を
頂
き
、

さ
っ
そ
く
Ｏ
Ｕ
Ｔ
コ
ー
ス
、
IN

コ
ー
ス
に
別
れ
て
１
組
目
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
。

ド
ラ
コ
ン
、
ニ
ア
ピ
ン
勝
負

に
歓
喜
の
声
が
上
が
り
、
バ
ー

デ
ィ
ー
シ
ョ
ッ
ト
は
お
手
の
も

の
、
テ
ィ
ー
シ
ョ
ト
が
後
ろ
に

飛
ん
で
OB
に
な
る
珍
プ
レ
イ
や

広
い
コ
ー
ス
を
わ
ざ
わ
ざ
縦
横

無
尽
に
駆
け
回
っ
て
し
ま
う
組

合
員
の
姿
が
あ
り
、
18
ホ
ー
ル

の
厳
し
く
楽
し
い
駆
け
引
き
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

お
待
ち
か
ね
の
表
彰
式
会
場

で
は
、
豪
華
商
品
を
前
に
、
各

自
に
配
ら
れ
た
ス
コ
ア
表
を
目

に
、
一
喜
一
憂
の
表
情
が
浮
か

び
あ
が
っ
た
。
中
で
も
少
し
恐

縮
そ
う
に
笑
み
を
浮
か
べ
な
が

ら
優
勝
者
の
コ
ー
ル
を
受
け
た

の
は
、
仙
台
・
宮
城
野
運
輸
区

分
会
OB
の
富
山
成
孝
さ
ん
。
大

村
実
行
委
員
長
か
ら
優
勝
カ
ッ

プ
を
手
渡
さ
れ
、
持
ち
き
れ
な

い
ほ
ど
の
豪
華
商
品
を
手
に
し

た
。
こ
の
大
会
で
は
現
役
時
代

を
通
し
２
度
目
の
栄
冠
に
輝
い

た
富
山
さ
ん
に
、
会
場
か
ら
は

万
雷
の
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

表
彰
式
を
終
え
最
後
に
、
大

沼
地
本
書
記
長
か
ら
は
、
Ｊ
Ｒ

不
採
用
事
件
の
政
治
解
決
な
ど

の
課
題
に
ふ
れ
、
「
全
国
大
会

で
も
最
終
局
面
を
確
認
し
た
、

有
利
な
政
治
環
境
か
ら
有
終
の

美
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」

「
Ｊ
Ｒ
各
社
と
の
和
解
か
ら
粘

り
強
く
実
効
性
を
追
求
し
て
い

く
、
そ
の
中
で
組
織
拡
大
が
結

果
と
し
て
現
れ
て
い
る
」
「
安

全
・
安
定
輸
送
確
立
の
た
め
職

場
で
の
運
動
強
化
が
必
要
」
な

ど
、
参
加
組
合
員
に
理
解
と
協

力
を
要
請
し
た
。

ま
た
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金

が
一
万
四
千
六
百
四
五
円
あ
っ

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
全
体
で

確
認
し
合
い
な
が
ら
来
年
の
開

催
を
誓
い
合
っ
た
。

上
位
入
賞
者

1
位

富
山
成
孝

仙
宮
運
輸
OB

2
位

青
野
恒
男

仙
宮
運
輸
区

3
位

柳
田
敏
幸

仙
総
所
車
体

4
位

大
場
正
彦

仙
総
所
運
転

5
位

村
上
晃
一

仙
総
所
台
車

6
位

今
野
芳
信

仙
台
駅
連
合

7
位

佐
藤
義
彦

仙
台
電
車
区

8
位

八
木
沼
俊
晴

貨
物
宮
城

9
位

谷
村
俊
則

仙
台
信
通
区

10
位

小
野
孝
一

仙
宮
運
輸
区

9
月
21
日
、
7
時
8
分
頃
、

新
庄
発
鳴
子
温
泉
行
き
７
２
０

Ｄ
の
運
転
士
は
、
陸
羽
東
線
・

中
山
平
温
泉
駅
〜
鳴
子
温
泉
駅

間
（
45
ｋ
５
０
０
ｍ
）
に
お
い

て
、
線
路
内
に
ク
マ
が
入
っ
て

く
る
の
を
認
め
、
汽
笛
吹
鳴
し

ブ
レ
ー
キ
を
扱
っ
た
。
運
転
士

は
車
両
に
接
触
し
た
音
を
聞
い

た
た
め
、
非
常
ブ
レ
ー
キ
を
扱

い
停
車
し
防
護
無
線
を
発
砲
、

指
令
（
小
牛
田
Ｃ
Ｔ
Ｃ
）
に
そ

の
旨
を
連
絡
し
た
。
指
令
指
示

に
よ
り
防
護
無
線
を
復
位
し
、

車
両
後
部
運
転
席
よ
り
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
後
方
約
80
ｍ
の
線

路
内
に
熊
が
倒
れ
て
い
る
の
を

発
見
。
そ
の
旨
を
報
告
し
た
と

こ
ろ
、
指
令
員
は
運
転
士
に
対

し
、
列
車
か
ら
降
り
て
現
場
を

確
認
し
、
線
路
内
に
い
る
の
で

あ
れ
ば
外
に
出
す
よ
う
に
指
示

を
出
し
た
。
当
該
運
転
士
は
、

ま
だ
生
き
て
い
る
可
能
性
も
あ

り
危
険
と
判
断
し
、
確
認
は
出

来
な
い
と
返
答
し
た
が
、
し
ば

ら
く
押
し
問
答
が
続
い
た
と
い

う
。
結
果
的
に
そ
の
場
か
ら
運

転
再
開
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た

が
、
指
令
員
の
指
示
に
従
い
現

場
の
確
認
を
し
た
場
合
、
熊
が

生
き
て
い
て
逆
襲
に
遭
う
こ
と

も
十
分
考
え
ら
れ
、
ま
た
小
熊

で
あ
れ
ば
近
く
に
親
熊
が
潜
ん

で
い
て
攻
撃
さ
れ
る
可
能
性
も

あ
り
、
乗
務
員
の
安
全
を
考
慮

し
な
い
、
非
常
に
軽
率
な
指
示

と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の

後
、
新
庄
運
転
区
の
乗
務
員
訓

練
の
場
で
、
当
該
運
転
士
と
会

社
側
は
「
通
常
こ
の
よ
う
な
指

示
を
指
令
は
行
わ
な
い
し
、
今

後
も
行
わ
な
い
」
事
を
確
認
し
、

新
庄
運
転
区
か
ら
小
牛
田
Ｃ
Ｔ

Ｃ
に
対
し
注
意
を
し
た
模
様
で

あ
る
。
小
牛
田
指
令
員
の
「
早

期
運
転
再
開
」
の
気
持
ち
は
分

か
ら
な
い
で
も
な
い
が
、
し
か

し
異
常
時
こ
そ
「
安
全
は
何
よ

り
も
勝
る
」
こ
と
を
会
社
は
し
っ

か
り
と
指
導
を
す
べ
き
で
な
い

か
。

第
14
回
国
労
東
日
本

マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催

期
日

11
月
11
日
（
土
）11
時
集
合

場
所

桜
田
門
外
時
計
台
前

皇
居
外
周
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
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執

行

部

体

制

執
行
委
員
長

橋
本

昭
二

仙
総

執
行
副
委
員
長

中
島

利
彦

宮
城

曽
我

浩
之

宮
城

書
記
長

五
十
嵐

敬

福
島

執
行
委
員

大
沼

元

宮
城

武
田

昌
仙

山
形

佐
藤

勝

宮
城

歌
川

弘

福
島

岩
井

幸
二

宮
城

会
計
監
査
員

阿
部

春
雄

宮
城

安

斎

則

之

山
形

本
田

要
一

郡
工

退
職
の
お
知
ら
せ

9
月
30
日

佐
々
木
清
吉
さ
ん

福
島
地
区
分
会
（
駅
）

エ
ル
ダ
ー

吉
田

博
さ
ん

仙
・
宮
運
輸
区
分
会

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

優勝した富山さん


